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市 議 会 だ よ り

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

金
、
保
護
者
補
助
金
に
つ
い
て
、
子

育
て
増
税
の
影
響
に
よ
り
一
旦
是
正

さ
れ
た
も
の
の
、
文
部
科
学
省
の
想

定
に
問
題
が
あ
り
、
昨
年
、
是
正
措

置
が
採
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も

な
お
対
象
か
ら
外
れ
た
家
庭
が
あ
る
。

契
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
た
の
か
。

形
支
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
世
帯
へ
の

支
援
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

学
務
課
長　

契
影
響
に
つ
い
て
、

対
象
外
も
し
く
は
減
額
と
な
っ
た
世

帯
は　

世
帯
、
新
た
に
対
象
も
し
く

２８

は
増
額
と
な
っ
た
人
数
は　

人
。

４２

　

学
校
教
育
部
長　

形
市
全
体
の
財

政
状
況
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
難
し
い
。

　

許
学
校
給
食
の
委
託
化
に
つ
い
て
、

中
学
校
給
食
調
理
業
務
の
委
託
で
は
、

食
材
の
検
収
に
栄
養
士
が
関
与
で
き

な
い
こ
と
、
機
器
類
の
整
備
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
、
毎
年
チ
ー
フ
が
交

代
し
て
安
定
し
た
人
員
体
制
と
な
っ

て
い
な
い
こ
と
の
ほ
か
、
受
託
会
社

か
ら
は
調
理
員
の
有
資
格
を
外
す
こ

と
を
要
請
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
多
く

の
問
題
が
あ
る
。
小
学
校
給
食
調
理

の
委
託
化
は
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

職
員
団
体
等
と
も
話
し
合

い
合
意
し
た
。
委
託
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
を
伝
え
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
不
安

を
解
消
し
て
進
め
た
い
。

■
そ
の
他
、
西
武
多
摩
川
線
廃
止
問

題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

委
託
化
は
撤
回
し
安
全

委
託
化
は
撤
回
し
安
全
でで

安
定
し
た
給
食
の
提
供

安
定
し
た
給
食
の
提
供
をを

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

今
年
の　

月
か
ら
３
年
間
で
年
金

１０

を
２
・
５
％
も
切
り
下
げ
る
法
律
が
、

昨
年　

月　

日
の
国
会
最
終
日
に
成

１１

１６

立
し
た
。
高
齢
者
の
生
活
を
無
視
し

た
年
金
切
り
下
げ
で
あ
り
、
選
挙
で

の
高
齢
者
の
怒
り
を
恐
れ
て
、
総
選

挙
も
参
院
選
も
終
わ
っ
た
今
年
の　
１０

月
か
ら
の
実
施
と
し
て
い
る
。

　

社
会
保
障
の
財
源
は
、
大
企
業
と

極
端
な
高
額
所
得
者
へ
の
応
分
の
負

担
で
行
い
、
大
企
業
の
内
部
留
保
を

活
用
し
て
賃
上
げ
と
雇
用
の
拡
大
を

行
う
こ
と
で
国
民
の
所
得
を
増
や
す

こ
と
に
よ
り
、
日
本
経
済
を
芯
か
ら

温
め
て
経
済
も
福
祉
も
立
て
直
す
道

を
政
府
は
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

年
金
２
・
５
％
の
削
減
中
止
を
求
め

る
意
見
書
提
出
を
要
請
す
る
陳
情
書

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

片
山　

薫
（
市
民
自
治
）

　

本
陳
情
に
は
２
千　

筆
以
上
の
署

７００

名
が
集
ま
り
、
保
護
者
の
関
心
の
高

さ
が
示
さ
れ
た
。
説
明
会
の
議
事
録

も
出
て
お
ら
ず
説
明
不
十
分
で
あ
る
。

市
民
参
加
条
例
に
沿
っ
て
事
業
を
進

め
、
市
民
の
た
め
の
市
政
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。

　

陳
情
の
主
旨
は
「
小
学
校
給
食
調

理
業
務
委
託
の
拙
速
な
進
め
方
を
改

め
、
保
護
者
に
十
分
な
情
報
公
開
と

説
明
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
、

至
極
真
っ
当
な
当
然
の
要
請
で
あ
り
、

反
対
す
る
こ
と
は
市
民
に
十
分
な
情

報
公
開
も
説
明
も
必
要
な
い
と
認
め

る
こ
と
で
あ
る
。

小
学
校
給
食
調
理
業
務
民
間

委
託
に
つ
い
て
、
十
分
な
情
報

公
開
と
説
明
を
求
め
る
陳
情
書

議　

決　

結　

果

○賛成　×反対　△退席
付　
　

託　
　

先

請願・陳情の審議結果
 付託先略称　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会　　議：議会運営委員会

会派名（人数）　 ※議長は除く
こ
が
お
も

 

 
敢

市
民
会
議

 

 
敢

市
民
自
治

 

 
敢

改
革
連
合

 

 
敢

生
活
者
ネ
ッ
ト 
柑

み
ん
な
の
党

 

 
柑

市
議
会
民
主
党 
柑

公

明

党

 

 
棺

日
本
共
産
党

 

 
棺

自
民
党
小
金
井 
款要　　　　　　旨件　　　名

採 択○○○○○○○○○○議

平成２５年２月１５日発行の市議会だより第２３６号に掲載された「小金井市暴力団排除条
例」の反対討論記事について、小金井分区保護司会として異議があり、本件の事実
経過を明らかにすること等を求めるもの。
補足 討論で述べられたのは米子市の保護司の意見であり、小金井分区保護司会の意
見を取り上げたわけではないことが確認された。

「市議会だより」の記事に関する
陳情書

不採択×○○×○×××○×厚
平成２５年１０月から３年間で国民年金を２．５％削減する法律が成立したが、これによ
り高齢者の大幅収入減となるだけでなく、地域の経済に大きな影響を与えるため、
中止する旨の意見書を国に提出することを求めるもの。

年金２．５％の削減中止を求める
意見書提出を要請する陳情書

採 択○○○○○○○○○○厚どのようなフェンスを文化財センターの周囲に設置するのか、景観が損なわれる心
配がないのか、計画の段階で不安に思っている地域住民に対して説明を求めるもの。

文化財センター周囲にフェンス
を設置する計画について説明を
求める陳情書

採 択○○○○○○○○○○厚
「小金井市学校給食の指針」の具体的な実施プランを検討する委員会を市民参加に
よって早期に設置し、市・保護者・市民が定期的に市全体の学校給食の質の維持・
向上のための協議をするシステムの設置を検討することを求めるもの。

市民参加による学校給食の指針
の実施プラン検討委員会の設置
を求める陳情書

採 択○○○×○○△×○×厚
小学校給食調理業務民間委託に関する説明会は、保護者の疑問への明確な回答が乏
しいものであり、拙速な進め方には納得できないとして、この説明会の議事録を公
開することを始め、保護者に十分な情報公開と説明を行うことを求めるもの。

小学校給食調理業務民間委託に
ついて、十分な情報公開と説明
を求める陳情書

採 択○○○○○○○○○○厚
小学校給食調理業務の委託業者決定のプロセスを公開することで、保護者等が委託
業者についての理解を深めることができるため、プロポーザルのプレゼンテーショ
ンを可能な範囲で市民に公開することを求めるもの。

小学校給食調理業務の民間委託
のプロポーザルに関する陳情書

採 択○○○○○○○○○○厚
小金井市らしい給食調理の技術などが委託先の職員に伝承されることを望み、学校
給食の直営職員と委託先職員の研修制度などの交流の場を設けることを求めるも
の。

給食調理業務において直営職員
と委託先職員の交流を求める陳
情書

採 択○○○○○○○○○○総
小金井市長及び小金井市議会議員は特別職地方公務員の「その他の公務員」に含ま
れているため、日本国憲法第９９条に基づき、両者が憲法尊重擁護義務を負うことを
改めて確認することを求めるもの。

憲法第９９条に基づき、小金井市
長及び市議会議員の憲法尊重擁
護義務について確認していただ
くことを求める陳情書

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

契
中
学
校
給
食
調
理
業
務
委
託
時

に
は
「
小
学
校
は
委
託
し
な
い
」
と

明
言
し
て
い
た
の
に
、
方
針
が
変
わ

っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
形
５
校
委
託
、

４
校
直
営
の
意
図
は
。
任
用
替
え
を

せ
ず
、
６
校
直
営
を
残
さ
な
い
か
。

径
保
護
者
や
市
民
は
、
給
食
食
材
の

安
全
性
を
高
め
る
と
い
う
点
で
、
栄

養
士
、
調
理
員
、
学
務
課
職
員
と
対

話
を
重
ね
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
き

た
が
、
今
回
の
委
託
の
進
め
方
は
そ

れ
を
大
き
く
損
ね
た
。
信
頼
関
係
を

取
り
戻
し
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良

い
給
食
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、

小
金
井
市
は
何
を
す
る
の
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
第
２
次
行
財

政
改
革
大
綱
改
定
版
に
続
き
、
第
３

次
行
財
政
改
革
大
綱
に
も
調
理
業
務

の
見
直
し
が
記
載
さ
れ
た
。
厳
し
い

職
員
体
制
、
危
機
的
な
財
政
状
況
、

社
会
経
済
状
況
の
変
化
も
含
め
た
議

論
の
結
果
で
あ
る
。
形
職
員
・
人
員

計
画
の
達
成
を
視
野
に
、
新
し
い
経

営
方
法
を
決
定
し
た
。

　

市
長　

契
小
学
校
は
委
託
し
な
い

と
い
う
答
弁
を
し
て
き
た
が
、
状
況

が
変
わ
っ
た
。
径
市
民
の
方
に
見
て

い
た
だ
く
中
で
、
相
互
が
作
用
し
あ

っ
て
給
食
の
向
上
に
努
め
た
い
。

■
そ
の
他
、
試
食
会
の
回
数
増
、
給

食
運
営
協
議
会
の
全
校
設
置
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
就
学
援
助
申
請
を
も

っ
と
分
か
り
や
す
く
す
る
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

小
学
校
給
食
調
理
業

小
学
校
給
食
調
理
業
務務

委
託
に
つ
い
て
問

委
託
に
つ
い
て
問
うう

閉会中の委員会日程及び審査案件
厚生文教委員会
平成２５年８月１日昭午前１０時
▶史跡「空林荘」再建の陳情書
▶史跡「空林荘」再建の陳情書
※上記の２件は同名の陳情書が別々に
提出されたものです。
▶「おいしくて安全な給食のまち」宣
言を求める陳情書
▶学校給食の「新しい経営方法」の検
討に財団法人設立を加えていただく
ことを求める陳情書

建設環境委員会
平成２５年８月６日昇午前１０時
▶武蔵小金井駅北口のロータリーにも、
南口と同等の「雨よけ」設備を設置
すること等を求める陳情書

総務企画委員会
　閉会中の委員会開催はございません。

議会運営委員会
平成２５年８月２９日昭午前１０時
▶ごみ対策に係る諸問題の調査
▶議会基本条例が制定されるまでの間
の議会報告会の定期的試行を求める
陳情書
▶議会基本条例を遅くとも２０１４年度ま
でに制定するよう求める陳情書
▶ごみ問題の解決を促進し、また、ご
みを大幅に減量すべく、市議会に特
別委員会を設置することを求める陳
情書
▶議会改革に関する諸問題の調査
①次期定例会（臨時会を含む。）の会期
及び会議日割等、議会運営に関する
調査
②議会の会議規則、委員会条例等に関
する調査
③議会運営に関する議長の諮問事項に
ついて


